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プラットフォーム 
論文審査要旨（600～700 字程度） 
抗原送達においては、ウイルスの自然なパッケージングとは対照的で、強力な I 型インターフェロンを介し

た自然免疫応答を誘発し、CD40 +樹状細胞の活性化とリンパ節の関与を強化する免疫増強環境を作り出す。

本研究では、このシステムを使用したH1N1 インフルエンザと SARS-CoV-2 に対するワクチン試験の実証

結果では、抗原特異的抗体産生、記憶 T 細胞の関与、および Th1 偏向免疫応答が大幅に増加し、致死的な

ウイルス感染後のウイルス量が減少することが示された。また、疎水性鎖の長さの異なる、さまざまな放出

プロファイルを持つリポペプチドを送達するためのソフト粒子安定化エマルジョン（SPE）を開発した。

6-SPE は抗原を急速に放出し、即時の抗原提示を促すが、C16-SPE の遅延放出は遅延抗原提示を引き起こ

した。どちらもCD86発現と調整する最適なタイミングを逃し、T細胞の活性化が不十分だった。対照的に、

C10-SPEは、MHC-Iペプチド複合体と共刺激シグナルCD86の間の同期効果を保証し、EG7-OVA担持マ

ウスで効果的な樹状細胞（DC）活性化、強力な T 細胞応答、および腫瘍退縮につながった。さらに、抗原

提示細胞 (APC) の広範な成熟と活性化を促進するために、高抗原負荷の持続放出用に設計されたミョウバ

ン安定化ピカリングエマルジョン (APE) の開発と有効性について報告している。アルム安定化ピッカリ

ングエマルションの応用展開の問題点を指摘し、それらを克服する独創的な手法を提案している

とともに、論文の内容、構成および公表論文数などから、本学位論文審査委員会は全員一致して

本論文が博士(工学)の学位論文として十分価値があるものと判断した。 
【審査経過】 
（通常の審議の場合） 
 2024 年 9 月 18 日  2024 年 12 月 博士後期課程修了に係る学位申請 
 2024 年 10 月 2 日  審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 
 2024 年 11 月 4 日  学位論文発表会 
 2024 年 11 月 19 日 グループ会議で本専攻の博士（工学）学位取得要件「3報 ※筆頭著者の原著論

文及び WoS 論文を含むこと。※国際会議のプロシーディング（査読付）及び出願特

許を含めることができる。」を確認の上、学位論文合格及び最終試験合格を承認 
 2024 年 12 月 4 日 学位授与認定・修了認定（教授会） 

 


